
「あつぼん」名古屋をゆく(続) 

 

メ―グルのあとのお昼も、いちばん人気の「名古屋めし」である。テーブルには定番

の「噌カツ」と「きしめん」が並んでいる。ボリュームたっ

ぷりで美味しそう。こうして「名古屋めし」が並んだ写真を

久しぶりにじっくり眺めた。  

広島から名古屋にやって来て、昨晩に続いて「名古屋めし」

に果敢に挑戦してもらい、なんだか嬉しくなってくる。ここ

までは、よしとしよう。 

なんと、この暑いのに「味噌煮込み」を注文したという。

確かに、味噌好きにとっては美味しいが、とにかく熱い。 

私のような暑がりの名古屋人は、(もちろん例外もあるが)、

「味噌煮込み」を暑いときにはあまり食べない。

問題はここからだ。 

あつぼんも口先ですこし味見すると、「熱―い」

とダメ出しを。熱々の麺をそのまま口先に持って

いったようだ。熱いに決まっている。まるで「熱

ぼん」だ。 

この投稿を読んで、すぐに暑い麺を蓋ですこし冷まして食べるのがコツだと伝授した。

店の人が説明すればよいのに。それと驚いたことに、「味噌煮込み」を注文すると、店

の人から「コンロ」にしますかと聞かれたそうだ。この暑さなのに、コンロでさらに温

めるというのだろうか。 

長年にわたり名古屋で暮らしているが、こんな経験をしたことは

ない。この店を探して行ってみなくては。でも涼しくなってからに

しよう。これを知って、あつぼん母にすぐ「コンロ」は「こんろに

します」と答えたらと返信した。すると、すぐ母から「ハハハ」と

返信が。 

 こうして「あつぼん」は新幹線で広島に帰る。つかの間の名古屋

旅を楽しんでもらえただろうか。次に名古屋に来たときには、東山

動植物園や名古屋港水族館を訪ねてほしい。きっと楽しめるはずだ。「ひつまぶし」に

も挑戦を。名駅の新幹線ホームでは、「満足じゃ」という感じだった。 

この新幹線では「悲しき問題」も。楽しくない話は次に回そう。  

(2017 年 7 月 6 日) 


